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こ
こ
が
聞
き
た
い
！

議
員

　２
年
度
目
に
入
る
総

合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
林

業
施
策
の
具
体
化
は
。

町
長

　総
合
計
画
の
大
綱
は

森
林
の
健
全
育
成
と
保
全
、

土
砂
災
害
の
防
止
・
水
源
の

か
ん
養
等
の
公
益
的
機
能
を

理
解
し
・
森
林
の
健
全
育
成

と
保
全
に
努
め
な
が
ら
、
森

林
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
。

　こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、

町
内
森
林
の
80
％
を
管
理
す

る
山
形
森
林
管
理
署
最
上
支

署
や
最
上
広
域
森
林
組
合
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
総

合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
林

業
の
振
興
、
次
の
６
つ
の
施

策
を
進
め
て
い
く
。

　第
一
の
林
業
経
営
体
の
体

質
強
化
を
促
進
し
実
情
に
即

し
た
林
業
施
策
に
つ
い
て
は
、

森
林
法
改
正
に
伴
う
市
町
村

森
林
整
備
計
画
に
よ
り
、
公

益
森
林
と
木
材
生
産
維
持
増

進
森
林
を
設
定
し
維
持
増
進

を
は
か
る
。

　第
２
の
計
画
的
な
林
種
転

換
を
共
に
造
林
を
進
め
枝
打

ち
、
除
伐
、
間
伐
旋
業
の
啓

発
普
及
に
よ
る
生
産
、
ま
た

木
造
公
共
建
築
物
や
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
、
木
材
の
需
要
拡

大
に
は
、
３
年
間
延
長
さ
れ

た
森
林
整
備
の
加
速
化
・
林

業
再
生
事
業
、
森
林
造
り
基

盤
整
備
交
付
金
等
に
よ
り
引

き
続
き
間
伐
旋
業
を
計
画
す

る
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
と
し

て
、
梅
里
苑
に
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
を
新

た
に
計
画
し
た
。

　第
３
の
共
同
化
に
よ
り
面

的
計
画
的
な
旋
業
を
促
進
す

る
た
め
、
作
業
道
の
整
備
・

搬
出
間
伐
の
コ
ス
ト
削
減
、

効
率
的
な
搬
出
路
網
の
整
備

を
図
る
。

　第
４
の
森
林
の
持
つ
公
益

機
能
の
維
持
、
保
安
林
の
整

備
を
進
め
、
林
地
災
害
の
防

止
及
び
生
産
の
保
持
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
要
望
を
反
映

さ
せ
治
山
整
備
を
進
め
併
せ

て
保
安
林
指
定
に
つ
い
て
も

進
め
る
。

　第
５
の
国
有

林
野
事
業
と
連

携
を
図
り
、
自

然
環
境
保
全
を

前
提
と
し
た
森

林
空
間
交
流
の

創
出
に
つ
い
て

は
、「
や
ま
が

た
絆
の
森
」
の

候
補
地
を
町
有

林
を
登
録
す
る
。

　第
６
の
特
産

品
と
し
て
漆
器

生
産
等
の
拠
点

と
な
る
、
う
る

し
セ
ン
タ
ー
充

実
を
図
る
。

議
員

　産
業
振

興
・
雇
用
創
出

を
視
点
に
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
取
り

組
む
べ
き
。

町
長

　指
摘
の
と
お
り
、
林

業
生
産
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、

町
内
に
事
務
所
の
あ
る
山
形

森
林
管
理
署
や
最
上
広
域
森

林
組
合
と
の
連
携
や
林
産
業

関
連
企
業
な
ど
と
の
意
見
交

換
を
進
め
、
効
果
的
、
実
効

性
の
あ
る
事
業
展
開
を
模
索

し
て
い
く
。

議
員

　国
の
補
助
金
を
活
用

し
、
森
林
組
合
・
林
産
業
と

一
体
と
な
っ
て
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
の
設
置
は
。

町
長

　木
質
チ
ッ
プ
の
地
産

地
消
化
の
検
討
を
図
っ
て
い

く
。

議
員

　官
民
連
携
で
素
材
集

積
場
の
設
置
を
進
め
て
は
ど

う
か
。

町
長

　森
林
法
の
改
正
に
よ

り
、
間
伐
を
実
施
す
る
際
は

一
定
量
を
集
材
す
る
事
が
補

助
対
象
に
な
り
、
間
伐
材
が

色
々
な
形
で
利
用
で
き
る
こ

と
を
前
提
と
し
生
産
業
者
と

共
同
で
集
積
場
の
設
置
が
可

能
か
検
討
す
る
。

議
員

　梅
の
里
真
室
川
町
、

真
室
川
公
園
は
自
然
林
に
増

設
さ
れ
た
梅
公
園
、
植
え
ら

れ
て
い
る
梅
の
本
数
、
面
積

の
広
さ
は
す
ば
ら
し
い
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
公
園
の
梅

の
花
だ
け
で
は
な
く
、
町
内

一
円
梅
の
花
で
一
杯
に
し
よ

う
と
思
っ
て
い
る
。
人
口
が

余
り
少
な
く
な
ら
な
い
う
ち

に
梅
の
苗
木
を
植
え
、
民
謡

「
ま
む
ろ
川
音
頭
」
の
唄
に

負
け
な
い
梅
の
郷
に
す
る
に

は
、
今
が
チ
ャ
ン
ス
だ
と
い

え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
真
室
川

公
園
を
核
に
し
て
町
内
一
円

梅
の
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
る

事
を
想
像
し
て
ほ
し
い
。
そ

れ
に
公
園
よ
り
一
足
延
ば
せ

ば
秋
山
牧
場
が
あ
り
、
畜
産

の
町
に
も
近
づ
こ
う
と
し
て

お
り
、
米
沢
牛
に
も
負
け
な

い
美
味
し
い
牛
肉
で
あ
る
事

は
先
に
試
食
済
み
で
あ
る
。

　例
え
ば
、
梅
ま
つ
り
に
報

道
各
社
を
招
き
昼
食
付
き
、

お
み
や
げ
付
き
の
接
待
を
し
、

ま
ず
ま
つ
り
の
意
見
を
聞
い

て
み
る
こ
と
も

必
要
と
思
う
。

梅
ま
つ
り
担
当

者
も
柔
軟
な
考

え
方
を
持
ち
、

遊
び
心
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で

み
て
は
ど
う
か
。

真
室
川
音
頭
の

唄
の
文
句
に
、

「
花
の
咲
く
の

を
待
ち
か
ね
て
、

蕾
の
う
ち
か
ら

通
て
く
る
。
」

と
あ
る
が
、
そ

れ
も
こ
れ
も
有

名
な
民
謡
「
真

室
川
音
頭
」
発

祥
の
地
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　や
が
て
真
室
川
町
が
梅
の

郷
に
な
る
日
を
夢
見
、
期
待

し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
一
戸

に
一
本
梅
の
苗
木
を
配
る
」

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

町
長

　町
内
一
円
に
梅
の
花

が
咲
く
様
に
一
戸
一
本
梅
の

苗
木
の
配
付
」
に
つ
い
て
で

あ
る
が
、
以
前
町
村
合
併
記

念
事
業
の
一
環
で
全
戸
配
付

を
行
っ
た
。
し
か
し
、
現
在

定
着
し
て
い
る
梅
の
木
は
わ

ず
か
で
あ
り
、
栽
培
管
理
の

難
し
さ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。　当

町
の
「
梅
愛
好
会
」
は
、

以
前
毎
年
公
園
の
梅
を
中
心

に
活
動
し
て
い
た
が
、
現
在

は
梅
植
栽
者
か
ら
の
相
談
に

対
処
す
る
程
度
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
状
況
で
全
戸
配
付

を
行
う
事
は
、
同
じ
事
が
繰

り
返
さ
れ
る
の
で
は
と
心
配

さ
れ
る
の
で
、
公
園
の
梅
の

管
理
を
徹
底
し
、
今
後
植
栽

エ
リ
ア
の
拡
大
を
図
る
。

一

般

質

問

基
幹
産
業
林
業
振
興
で
雇
用
創
出
を

唄に負けない梅の郷に 町
長

｜
総
合
計
画
、
施
策
６
項
目
の
事
業
展
開
を
進
め
る

町長ー

町内産牛肉の焼肉～おいしいネ！

梅まつり

公園の梅の管理を徹底したい

チップ化・ペレット化間伐材等を
利用した
木質バイオマス

各種工場・施設

木質バイオマス発電機

電気タービン

蒸  気

グリーン電力

ボイラー

木質バイオマス発電の仕組み
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